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過去の開催の様子は
こちら（動画）
(https://www.tsuya
ma-biz.jp/tsuyamaro
bocon/movie.html)

　津山ステンレス・メタルクラスター
に加盟するダイコク工業株式会社（下
横野)、ツチダ産業株式会社（一方)、
福岡鋼業株式会社（井口）が協力して
開発した「ダイコクビードカッター｣
を７月から販売しています。高層建築
物の柱になるコラム（角形鋼管）の接
合部分を削る作業時間が10分の１（約
２分）になる機械です。
　また、火花や粉塵が出ないため、労
働環境や安全衛生面でも優れ、鉄鋼業
分野の人手不足の解消に役立つ製品で
す。
　津山の優れた技術をみんなで応援し
ていきましょう。

市内企業が協力して
新たな製品を開発

前回のロボコン大会の様子

過去３年の大会参加チーム数

18 19 20 22 16 25

ここに技あり！ 津山地域の金属加工技術の今

繊
細
な
加
工
技
術
が

求
め
ら
れ
る
製
缶
品

　
主
な
製
品
は
、
鋼
材
を
使
っ

て
立
体
の
構
造
物
を
作
る
大
型

の
製
缶
品
で
す
。
例
え
ば
、
火

力
発
電
所
や
大
き
な
工
場
の
設

備
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
「
集

し
ゅ
う

塵じ
ん

機
」
を
作
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
空
気
中
の
塵ち

り

（
火
力
発

電
所
の
煤す

す

や
ナ
ノ
単
位
の
粉
な

ど
）
を
集
め
る
機
械
で
、
掃
除

機
の
ご
み
を
集
め
る
部
分
の
よ

う
な
も
の
で
す
。

　
製
缶
品
の
製
造
に
は
、
溶
接

の
ひ
ず
み
や
寸
法
の
精
度
な
ど
、

繊
細
な
気
使
い
と
技
術
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

市
内
企
業
と
一
致
団
結
し
、

商
品
化
が
実
現

　
昨
年
、
市
内
企
業
か
ら
の
依

頼
で
、
製
缶
と
は
異
な
る
分
野

に
挑
戦
し
、
「
ダ
イ
コ
ク
ビ
ー

ド
カ
ッ
タ
ー
」
と
い
う
商
品
を

開
発
し
ま
し
た
。
鉄
鋼
分
野
に

詳
し
く
、
幅
広
い
販
売
網
を
持

つ
、
ツ
チ
ダ
産
業
株
式
会
社
さ

ん
と
福
岡
鋼
業
株
式
会
社
さ
ん

の
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
つ
や
ま
産
業
支
援
セ
ン

タ
ー
と
協
力
し
、
一
致
団
結
し

て
試
行
錯
誤
を
重
ね
、
商
品
化

し
ま
し
た
。
新
製
品
は
注
目
を

集
め
、
日
本
経
済
新
聞
な
ど
に

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
津
山
地
域
に
は
、
協
力
し
合

う
環
境
が
あ
る
と
実
感
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
、
世
の
中
に

役
立
つ
製
品
作
り
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

　
主
に
、
自
動
車
部
品
や
建
設

機
械
部
品
を
製
造
す
る
際
に
使

用
す
る
溶
接
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の

周
辺
機
器
や
シ
ス
テ
ム
を
製
造

し
て
い
ま
す
。

　
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
が
溶
接
や

研
磨
を
行
う
際
に
対
象
物
を
動

か
す
ポ
ジ
シ
ョ
ナ
ー
と
い
う
製

品
を
作
っ
て
い
ま
す
。
ロ
ボ
ッ

ト
と
連
動
し
て
ポ
ジ
シ
ョ
ナ
ー

が
滑
ら
か
に
動
く
こ
と
で
、
品

質
の
向
上
と
安
定
し
た
生
産
が

実
現
し
ま
す
。

日
本
を
飛
び
出
し
、
海
外
へ

　
20
年
前
に
ロ
ボ
ッ
ト
の
設
計

と
製
造
を
す
る
会
社
を
設
立
し

ま
し
た
。
当
初
は
自
社
の
工
場

も
な
く
、
と
て
も
苦
労
し
ま
し

た
。
徐
々
に
仕
事
が
増
え
、
現

在
で
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
も
工

場
が
あ
り
ま
す
。

　
社
内
で
は
「
ゼ
ロ
か
ら
モ
ノ

を
作
り
出
す
」
を
合
言
葉
に
、

具
体
化
し
て
い
な
い
イ
メ
ー
ジ

の
段
階
か
ら
、
取
り
引
き
先
と

一
緒
に
製
品
を
作
り
上
げ
て
い

ま
す
。
柔
軟
な
対
応
力
と
斬
新

な
発
想
を
形
に
す
る
技
術
力
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。
最
近
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ロ
シ
ア
、
ア
メ

リ
カ
な
ど
の
企
業
か
ら
取
り

引
き
の
依
頼
が
あ
り
ま
す
。

世
界
で
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
の

需
要
が
高
ま
っ
て
い
る

　
自
動
車
・
家
電
・
住
宅
を
は

じ
め
、
製
造
現
場
で
の
産
業
用

ロ
ボ
ッ
ト
は
、
今
や
欠
か
せ
な

い
存
在
で
す
。

　
日
本
は
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
の

世
界
シ
ェ
ア
が
１
位
と
い
わ
れ

て
い
て
、
世
界
最
大
の
ロ
ボ
ッ

ト
製
造
大
国
で
す
。

　
世
界
中
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
要

望
に
応
え
て
い
く
た
め
、
こ
れ

か
ら
も
ロ
ボ
ッ
ト
の
繊
細
な
動

き
を
実
現
す
る
開
発
に
、
日
々

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

 　
ロ
ボ
ッ
ト
で
ラ
グ
ビ
ー
の
対
戦
を
し
、

得
点
を
競
い
ま
す
。
観
覧
も
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

と
き　
１2
月
１５
日
㈰
午
前
１0
時
～
午
後

５
時

と
こ
ろ　
津
山
総
合
体
育
館

対
象　
小
学
生
以
上
で
、
１
組
４
～
５

人
程
度
の
チ
ー
ム

部
門　

①
小
・
中
学
生
の
部
、
②
高

校
・
一
般
の
部

申
込
方
法　
み
ら
い
産
業
課
に
備
え
付

け
の
申
込
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
印
刷
可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

郵
送
、
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ク
ス
、
ま
た

は
直
接
提
出
す
る

締
め
切
り　
１0
月
3１
日
㈭

問
ザ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
実
行
委
員
会
事

務
局
（
み
ら
い
産
業
課
内
）
☎
24
－

０
７
４
０
、
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－
０
８
８
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、

  　
 info@

tsuyam
a-biz.jp

津山地域には、協力し合う環境が
整っていると実感しています

ダイコク工業株式会社（下横野)

　機械産業だけでなく、水田除草ロボット
など、農業用ロボットの研究開発もしてい
ます。モノづくりを積極的に行い、広く社
会に貢献できる会社を目指しています。

産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
の

周
辺
機
器
を
製
造

　当社には、難度の高い加工技術を持つ優
秀な職人がいるので、品質に自信がありま
す。取り引き先に喜んでもらうことが一番
と思い、日々技術を磨いています。

❶建設機械部品溶接ロボット
❷水田除草ロボット

代表取締役　生駒徹志さん

集塵機の一部。津山圏域クリーンセンター
(領家）でも採用されている

独創的な発想と高度な技術力で
国内から世界へ飛躍したい

ＩＫＯＭＡ ロボテック株式会社（戸島)

●❶

●❷

第
２４
回
つ
や
ま
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
「
決
め
ろ
ト
ラ
イ
！

ラ
グ
ビ
ー
ロ
ボ
コ
ン
」

代表取締役　大國洋治さん
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